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山口県玖珂地区の地質とタングステン鉱床

まえがき

錦帯橋で有名匁岩国市の西方にはわが国の主要タン

グステン鉱床区の一つである玖珂地区がある.この地

区は資源的に重要であるばかりでなく地質的にも興

味深い問題が多い.また大きな点紋を持つホノレンフ

ェノレスやいろいろのスカノレン鉱物を産し標本採取にも

いいフイｰノレドである.

開発の歴史

玖珂地区のタングステン鉱山の開発は錫の採取には

じまる.玖珂鉱山では慶長年間に喜和田鉱山では藩

政時代に錫鉱カ欄発されたといわれる.

その後灰重石カミ発見されるまでの間には玖珂周

防喜和田の3鉱山で銅鉱の稼行が行なわれた.しか

し玖珂鉱山以外では良結果は得られ衣かった.

明治44年喜和田喜久(後の藤ケ谷)･玖珂の3鉱

山で灰重石が発見されタングステン鉱の採取がはじま

った.大正3年第1次世界大戦がはじ･まるとともに

タングステン鉱の需要が増大し開発が一層盛んになっ

た.玖珂喜和田の両鉱山では従来銅鉱としては低

品位であるために坑外に放棄されていたズリ(廃石)

の申に多量の高品位のタングステン鉱カミ合まれているこ

とが判りズリの処理だけででも多量のタングステン精

鉱を得たといわれる.同時に露天および地表近くの

鉱体の開発も行なわれ新鉱床の発見もあいついだ.
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この時期には子供まで露頭さがしにかり出されたと

いわれる.赤谷深山滝山(大谷)日吉(後の生

高)金越(後の大宝)三根などのタングステン鉱床の

発見と開坑もこの時期に行なわれた.ところが第1

次世界大戦が終るとともにタングステンの需要カミ急減

しこのため大正10年には玖珂地区の全タングステ

ン鉱山カミ休山した.

昭和に入ってからタングステンの需要は少しづつ回

復レ昭和4年喜和田鉱山が再開した.その後満

州事変が起こりそれに引続いて第2次世界大戦力欄始

されて需要が増大したため藤ケ谷大宝生高も再開

した｡しかし終戦とともに喜和田大宝生高は

第1表玖珂地区のタングステン鉱山
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鉱山名

長慶

赤谷

深山

喜和囲

滝山(大谷)

玖珂

周防

大宝

生高(日吉)

三根

藤ケ谷

位置

岩国市廿木

岩国市大屍字赤谷

岩国市天尾字深山

岩国市二鹿

玖珂郡美川町滝山

玖珂郡美川町根笠

玖珂郡美川町根笠

玖珂郡美川町根笠

玖珂郡美川町根笠

玖珂郡美川町

押ケ谷

玖珂郡

周東町藤ケ谷

沿革その他

昭和12年探鉱

大正初期に稼行

大正5年一9年27t

藩政時代吉川家が錫を稼行

明治時代2･3の人が銅鉱稼行

明治44年一大正9年タングステン鉱

昭和4年一21年387t(WO$50-58%)

昭和34年一36年1,700t(WO$2.7%)

昭和47年1,200t(W086.8%)

大正7年一8年粗鉱117t

慶長年間錫を採取

嘉永年間銅鉱を稼行

明治19年一41年銅鉱を稼行

明治44年一大正10年タングステン鉱稼行

昭和28年～タングステン鉱･銅鉱･

硫化鉄鉱注とを稼行

明治20年川ケ液鉱山明治35年一37年

鋼鉱902t(Cu8.2%)

大正4年一8年33t

昭和43年玖珂鉱山に合併

明治44年一大正10年金越鉱山

大正5年一10年87t

昭和16年一20年大宝鉱山

昭和35年玖珂鉱山に合併

大正3年一8年目吉鉱山大正6年8i

昭和13年一20年生高鉱山

昭和43年玖珂鉱山に合併

大正5年一7年稼行

明治20年一大正9年喜久鉱山

大正5年一9年178t

昭和12年一23年58.9t(W0$68%)

昭和26年一35年タングステン鉱稼行

昭和42年一タングステン鉱･銅鉱稼行

第1図玖珂地区のタングステン鉱山位置･交通図�



一57一

休山した.規模を縮小し硫酸マンガンの製造販売な

どをしなカミら需要の回復を待っていた藤ケ谷鉱山も昭

和23年遂に休山した.

昭和20年代後半に勾り朝鮮戦争などによる需要増大

のため藤ケ谷玖珂喜和田の3鉱山カミ再開した･

昭和30年代の需要減少期には銅鉱なとをあわせて生産

している玖珂鉱山のみとなったこともあるがその後

漸次需要が増大してきたため生産量もだんだん増加し

昭和40年代に入ってからは玖珂鉱山と藤ケ谷鉱山とカミ

安定した操業を行なっている.喜和田鉱山も探鉱に重

点をおきながらではあるカミ継続的に作業を行たってい

る.これは従来軍需物資としての需要が大部分であ

ったタングステンが産業の発達と加工技術の進歩とに

よって軍需物資以外の面で多く使用されるように狂っ

たためと種々の価格安定対策が実施されたためである.

経営カミ安定するとともに組織的探鉱も緒につき新鉱

体の発見が相ついている.最近は資材の高騰若年労

務者の不足などの問題に直面しているが玖珂地区には

なお多くの未探鉱地域が残されているのでこの地区の

タングステン鉱山の今後の発展には大きな期待が持た

れる.

稼行鉱山の位置と交通

玖珂鉱山岩目線根笠駅の南方4良mにある.根笠

川と藤ケ谷川の合流点に鉱山事務所があり根笠川をは

さんでその対岸に選鉱場がある.

藤ケ谷鉱山岩徳線の周防高森駅の北北西方直距6･5

kmにある.周東町と美川町の境界にある五仙峠の南

側に明見谷坑があり五仙峠め北酉側に鉱山事務所と選

鉱場がある.

喜和田鉱山岩目線の北河内駅から南方3kmで二鹿

に達しその西方1.5kmに鉱山事務所さらに西方1

kmに現場事務所がある.位置的には藤ケ谷鉱山のす

ぐ北方にあるが両鉱山の間を結ぶ道は細い山道しかな

い.

地質

玖珂地区の地質はおもに玖珂層群と白亜紀花商岩とか

ら構成されている.

玖珂層灘はいわゆるスレｰトとチャｰトとを主とし

砂岩と石灰岩をはさむ地層で全層厚は2,500m±であ

る.いわゆるスレｰトはふつうの泥質岩と礫質泥岩と

からなり玖珂鉱山付近では礫をほとんど含まないもの

カミ多いがその他の地域では礫質泥岩が多い･チャｰ

トは大部分が層状チャｰトで一部が塊状チャｰトであ

る.塊状チャｰトには層状マンガン鉱床が伴われる

ことカミ多い.石灰岩はレンズ状をだしてスレｰト中

にはさまれている.

白亜紀花開岩は玖珂地区南部と岩国市土生付近に露

出する他玖珂層群分布地域の地下にも広く潜在する･

この花闇岩によって玖珂層群はホルンフェノレス化さ

れ花開岩から550mまでが点紋ホノレンフエルス550m

から1,000mまでが黒雲母ホィレンフェノレスとなっている.

写真1玖珂鉱山金最根笠川と藤ケ谷川の合流点に鉱山事務所(左下)

その対岸に選鉱場(中央部)と鉱務見琴(右方二階建)がある

(玖珂鉱山提供)

写真2藤ケ谷鉱事務所(左)および選牢場(右)

写真3藤ケ谷鉱山明見谷坑々口付近�
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第2図玖珂地区地質図

写真4

ャｰト中に

明らかにし

玖珂層群の時代

玖珂層群の時代については古生

代説と三畳紀説とがある.

古生代説は玖珂層灘中の石灰岩

から見出した紡錘虫化石を根拠とす

るもので小島･岡村(1952)は美

川町舟津の石灰岩からY伽伽ま

たはル036ん伽gθ伽αと思われる化

石を見出し玖珂層灘の時代をペン

シノレバニァンｰ上部二畳紀とした.

高橋ほか(1960)は美川町高野のレ

ンズ状石灰岩から同様在紡錘虫化石

を見出し玖珂層群の時代を二畳紀

とした.一方三畳紀説は三畳

紀層の追跡とコノドントの研究に基

づくものである.豊原(19745は

従来玖珂層灘中にSchuppeとして

挾まれていると考えられていた美和

町向畑の"0η0ぬ(五械0刎0〃｡¢ゐ)を

含む泥岩層(HA腿1961)が玖珂鉱

山付近まで連続すること玖珂鉱山

南方のその泥岩層のすぐ下位のチ

三畳紀のコノドントが含まれることたどを

玖珂層群の時代を三畳紀とした.

豊原は紡錘虫化石を含む石灰岩はsubmarines1iding

によって運搬されてきたと考えた.しかし石灰岩を

現地性堆積物とした方が説明しやすい事実も多い.ま

たヨｰロッパ･アメリカにおけるコノドントによる年

代区分カミ西南目本内帯側ではかならずしも適用され

たい(吉田1974)ということもあるので玖珂層群の

時代の決定は今後の研究を待たねばならない.

天然記念物岩屋観音そのむかし(大同年間)弘法大師カ童諸国

を巡歴された時この岩窟に錫を止めて一刀三礼の行をっまれ

観世音菩薩を刻んで岩屋の中に安置された.その後1150年の

閥に鐘乳の点欄かごの尊像にふりかかり木仏は石仏と化した.

この鐘乳洞のある石灰岩は走向延長110皿厚さ40m僚斜延

長300㎜であり玖珂層群のスレｰト中にはさまれている.

このよう粗大き砥石灰岩ポ後背地からスレｰトの堆積している

所へ運ぱれてきたと考えるのは無理力茎あるように思う.

(中国新聞提供)

写真5岩屋観音護聖寺岩屋観音窟の下に建立されているユ年

中参詣人力茎絶えず夏期はとくに多くの人が訪れる.この後側

が石灰岩(玖珂鉱山提供)�
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礫質泥岩の成因

玖珂地区には泥質マトリックス中に砂岩･チャｰト

などの礫をいろいろの量比で含む礫質泥岩が広く分

布する.

その成因について岩国市柱野の礫質泥岩を研究した

濡木(1963)は堆積期のある時期に堆積環境の急変が

起って泥とdenSityとViSCOSityの異なるチャｰト質

(および砂質)レンズ状ないし棒状体か分離され後者

カ揃者中を浮遊する状態におかれそのまま固結したも

のが礫質泥岩であると述べている.一方豊原(1974)

は後背地から供給された礫がsubmarines1idingによっ

て泥と混じて生じたと考えている.両者は礫質泥

岩が不安定な堆積環境下での生成物であるという点では

一致しているカミ礫の起源についての考えが異なってい

る.

礫は大部分チャｰトと砂岩であリ玖珂層灘のチャｰ

ト層や砂岩層の岩石と異たら狂い.しかもその形か

ら遠距離運ばれてきたとは考えられないものもある二

したカミってそれカミ後背地からの供給物であるとするの

は疑問が多い.この点は紡錘虫を含む石灰岩レンズ

とともに今後十分検討すべき問題である.

点紋ホルンフェルス

玖珂地区では点紋ホルンフェルスが広く分布するか

古くから有名な玖珂町鞍掛山の紅柱石･董青石ホルンフ

ェルスの他周東町明見谷同町久杉美川町藤ケ谷な

どでもみごとな標本が得られる.これらのうち明見

谷部落下のものと藤ケ谷部落下のものとが採取に便

利であり試料も新鮮である.
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第3図点紋ホルンフェルス標本産地

明見谷部落下では県道際の切りとりに大きな董青石

点紋を含むホノレンフェノレスカミ露出している.最近道路

工事を行ったばかりであるため露岩はフレッシュであ

りその近くの谷間に捨てられている岩石からもよい標

本を得ることカきできる.この露頭から30m位下り右

手の山道を20m泣入った所でもかなりよい標本が得られ

る.大きな点紋のある岩石は炭質頁岩起源の岩石で

黒色の基地の中に長さ1～2cmの白色の紅柱石と董

青石との点紋が散点している.董青石は六角柱状～楕

葦藁

写真6

岩国市二鹿に見られる礫質泥砦玖珂層群のスレｰトはこのよ

うに泥質基地中に砂岩チャｰトの礫を含むものが多い

写真7

紅柱石一茎青石点紋ホル:ノフェルス周東町明見谷産四角長

柱状をなすのが紅柱石六角柱状または楕円形を扱すのが董青

石�
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円形をなしており紅柱石は四角長柱状をなしている.

鏡下では董青石は全部白雲母と黒雲母とに変化してお

り紅柱石は大部分白雲母に変化している.いずれも

外形はそのままであり董青石はしばしば透入三連双

晶であったと思われるものがあり紅柱石は柱面に垂直

な断面では対負線方向に十字形に配列する不純物カミ見

られる.

藤ケ谷部落下では県道際と谷間に茎青石と蚊柱石

との大きな点紋を含む岩石が露出している.やはり大

きな結晶を含む岩石は炭質頁岩起源のもので点紋の形

･変質恋ども明見谷部落下のものとよく似ている.

童青石がそのまま残っている岩石は周東町久杉と郷

下の中間の県道際で採取することができる.そこでは

花開岩と泥質岩との接触面が見られその近くの泥質岩

カミ董青石ホノレンフェノレスとなっている､肉眼的には点

紋カミはっきりしないが鏡下では多数の茎青石の斑状変

晶カミ見られる.

鉱床

玖珂地区のタングステン鉱床はいずれもスカノレン

型鉱床と石英脈とから狂る.

スカノレン型鉱床は白亜紀花商岩から供給された鉱液

カミ玖珂層灘中の石灰岩を交代して生成したものである.

石英脈は鉱液の通路を充填して生成したものでスカ

ノレン鉱体と交差する付近だけで灰重石を含んでいる.

稼行の主対象となっている鉱物は玖珂鉱山では灰重石

と黄銅鉱藤ケ谷鉱山と喜和田鉱山では灰重石である.

錫石は副産物として玖珂鉱山で少量採取されているのみ

である.鉱石の品位は玖珂鉱山ではWO.0.4～2.5

%Cu0.5～1.5%藤ケ谷鉱山ではW030.4～3%

である.喜和田鉱山は京都府の大谷鉱山に送鉱して選

鉱するためWO･3%以上の鉱石が採掘されている.

玖珂鉱山ではまず浮選を行って鍋精鉱亜鉛精鉱お

よび硫化精鉱を採取しその後比重選鉱でタングステ

ン精鉱(WO.74%)を採取している.藤ケ谷鉱山で

は比重選鉱を行なった後浮選で硫化物などを除去し

タングステン精鉱(WO.69～70%)を得ている.

玖珂地区のタングステン精鉱の生産額は昭和47年435

t昭和48年465tである.その他に銅精鉱亜鉛精

鉱硫化精鉱錫･タングステン混合鉱も生産されてい

る.

スカルン鉱体の形と黒帯構造

鉱床と花開岩との距離は藤ケ谷鉱山では100～250皿

玖珂鉱山では500～650mであるカミ鉱体の形とか石灰岩

の交代の程度はほとんど変ら狂い.スカノレン鉱体は

両鉱山とも石灰岩の周辺部を交代して皮殻状をなすも

の石灰岩の大部分または全部を交代して塊状を流すも

の石灰岩中に脈状をなしているものなどがある.

スカノレン鉱体の黒帯構造はいずれの鉱体にも見られる

が藤ケ谷鉱山に見られる黒帯構造が最も明瞭である.

藤ケ谷鉱山では石灰岩体の周辺部に石灰岩と泥質岩との

間にある周辺スカルン石灰岩体中の脈状スカノレン石

灰岩とそれを貫ぬく岩脈との間にある岩脈際スカノレンお

よび石灰岩体を完全に交代した塊状スカノレンがありい

ずれも黒帯構造を示す.

周辺スカノレンの基本的な構造は石灰岩側から泥質岩

側に向って石灰岩白色大理石帯珪灰石帯灰鉄輝

写真8玖珂鉱山選鉱場比重差を利用して灰重石精鉱を採取するテｰ

ブル(玖珂鉱山提供)

写真9黒帯スカノレン'藤ケ谷鉱山明見谷一100M坑産周辺の白色部

は珪灰石帯その内側は灰鉄輝石帯�
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石･灰はんざくろ石帯灰鉄輝石帯灰鉄輝石･灰はん

ざくろ石･硫化鉱物帯灰ばんざくろ石･サｰラ輝石帯

緑簾石帯黒雲母ホノレンフェノレスの順に配列しているも

のである.このようなスカルンはさらに後期の陽起石

螢石斜長石白雲母灰鉄ざくろ石石英方解石な

どによってモディファイされている.

塊状スカルンは周辺スカノレンの石灰岩白色大理石帯

および珪灰石帯が欠除した場合にあたる.

岩脈際スカノレンは石灰岩から灰鉄輝石･灰はんざくろ

石･硫化鉱物帯までは周辺スカノレンと同じでありそれ

から陽起石･緑簾石･方解石帯緑泥石･白雲母帯

アプライトの1頃に配列している.

脈状スカノレンは典型的なものは中心部に石英脈カミ

ありそれから石灰岩側に向って対称的に灰鉄輝石･

灰はんざくろ石･硫化鉱物帯灰鉄輝石帯灰鉄輝石･

灰はんざくろ石帯珪灰石帯白色大理石帯の順に配列

している.

鉱物

玖珂地区のスカノレン鉱体および石英脈は第2表のよ

うな鉱物から構成されている.

灰重石白色～淡赤褐色を呈し一般には細粒である

が石英脈中およびその周辺では粗粒である.喜和田

鉱山の末弘脈および本坑脈の晶洞には大きさ1cm程度

の錐面カミ発達した灰重石結晶が見られることがある.

玖珂鉱山鹿目ヨ17号鉱体藤ケ谷鉱山明見谷第1鉱体喜

和田鉱山第4鉱体などを貫ぬく石英脈の周辺では大部分

が灰重石からなる標本が得られる.

〔以下11真下段へつづく〕

第2表タングステン鉱床の構成鉱物

スカルン鉱体

玖珂鉱山

灰重石

磁硫鉄鉱

黄銅鉱

黄鉄鉱

閃亜鉛鉱

方鉛鉱

黄錫鉱

輝水鉛鉱

輝蒼鉛鉱

自然蒼鉛

硫枇鉄鉱

錫石

柘榴石

灰鉄輝石

ベスブ石

珪灰石

白雲母

石英

方解石

陽起石

緑簾石

緑泥石

長石類

螢石

燐灰石

マライアイト

スティルプノメレｰン

スフェン

魚眼石

斧石

◎非常に多い◎多い

十十少量(一般に現出)

写真10灰鉄輝石の結晶藤ケ谷鉱山明見谷2番坑産脈状スカルン鉱体の中心部に

ある石英脈周辺には柱面の発達した灰鉄輝石の結晶が籏生している.白

色の石英と共生して黒く見えるのが灰鉄輝石

◎

◎

◎

○

十十

十十

十

十

十

十

十十

十

◎

◎

十

十

○

◎

◎

○

○

○

○

伀

�

�

�

�

1藤ケ谷鉱山

◎

◎

○

十十

十十

十十

十

十

十

十

十十

十

◎

◎

十

○

○

○

○

十十

○

十十

〇

〇

十十

十

十

十

十

十

○所によって多い

十少量(所によって現出)

石英脈

○

十十

十十

十十

十

十

十

十十

十十

十十

○

◎

○

十十

○

十

十

写真11珪灰石スカルン藤ケ谷鉱山明見谷2番坑産

珪灰石は白色の針状結晶集合体�




